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学制が発布され、文部省の方針を受けて、あらたな教育事業の実際は府県の手に委ねられる。教室における一斉授
業を実現する上で、学校という建物とともに、教科書・掛図等の調達は各府県にとって急務であった。府県によって、その対応には差があり、東京の業者からの調達で間に合わせた県もあるが、文部省・師範学校蔵版教科書・掛図の翻刻を地元で行った府県も多かった。この翻刻事業は、地域に備わっていた前代からの印刷・出版の能力に多く依拠するものであるが、また、府県の行政関連印刷事業とともに、地域の印刷・出版の機能をさらに引き上げ、書籍流通の整備を促す役割を演じた。つま 全国規模でこの事態を眺めてみた場合、これは、日本近代における書籍出版・流通史を考える上で逸 るわけにはい ない大きな 件であったといえよう。　
地域の教科書・掛図翻刻事業を扱った研究はいくつか備わる。稲岡勝「明治前期教科書出版の実態とその位置」
（日本出版学会編『出版研究』一六号、一九八六年三月） 、同「明治前期文部省の教科書出版事業」 （東京都立中央図書館『研究紀要』一八号、一九八七年三月） 渡辺慎也「文部省蔵版教科書の 方 おける翻刻実態―宮城県を例として―」 （日本出版学会編『出版研究』二〇号 一九九〇年三月） 、拙稿「筑摩県における教科書・掛図翻刻事業と高美甚左衛門」 （中央大学文学部 紀要』一九三号、二〇〇二年二月）等である。しかし これらを合わせても 特定
一三〇
の地域におけるごくわずかな事例に過ぎない。明治初年代の出版や書籍流通に関わる研究は、いまだ手薄であり、実態の不明な部分が多い。少しでも多くの事例を積み重ねていくことが望まれよう。　
さて、明治四（一八七一）年十一月の府県統合より、信濃国には、長野県と、飛驒を併合した筑摩県との二つの県
が存在した。筑摩県が飛驒を切り離して編入し、いまの長野県（平成 大合併の際、一部は岐阜県に）となるのは明治九（一八七六）年八月のことである。長野県立歴史館所蔵行政文書には明治六、七年頃の旧長野県における教科書・掛図翻刻事業に関わるものが比較的充実している。かつて紹介したことがある
（
1）、本稿では、これらを時系
列に沿って並べ直し、旧長野県における翻刻事業の実際を跡づけて たい。　
文書の翻刻や資料の引用にあたり、適宜句読点を補い、旧字・異体字は現在通用のものに改めてある。合字は開
き、反復記号は原文書どおりのものを用いた。また丁移りは」で示した。
一、始
　　　
動
「小学教科書反刻之義伺」 （六年八月）　
明治六（一八七三）年五月に文部省蔵版小学教科書翻刻許可の布達がなされ（文部省布達第六十八号） 、七月に
「小学用書中反刻可差許書目」が公示される（布達第百七号） 。旧長野県もこれを受けて翻刻許可願を督学局に提出する。 『学事ニ関スル部』 （
M
72A
-16-4 ）に明治六年八月の「小学教科書反刻之義伺」が収められており、 「伺之通／
但刻成之上各三部可納事／明治六年九月七日／［第六大学区督学局印］ 」という督学局による許可書の模写が添付されてい
　　
小学教科書反刻之義伺
一当県学校入用之為、文部省並開成学校・師範学校蔵板之内、別紙書載之分反刻仕度、此段相伺候也
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一三一
明治六年八月三十一日
　
長野県参事楢崎寛直
　　
第六大学区
　　
督学局御中」
　　　
反刻伺書目
一習字初歩一単語篇一史畧一物理階梯一国法階梯一習字本一小学読本一地
　
理
　
初歩
　　　
以上各五千部
一五十音草体図一五十音図一濁音図一数字図一算用数字図一加算九々図一乗算九々図
「学」を訂正
一三二
一体操図　　　
以上各千部
　
なお、 『上達書案
　
学務』 （
M
62A
-4 ）には本願書の学校掛による下案が残る。
「下等小学教則之外重刻之義伺」 （六年九月）　
九月二日付で、 『下等小学教則』 『小学教師心得』 『小学生徒心得』の翻刻許可も願い出ている。 『官省指令』 （
M
6
2A
-3-2 ） （明治六年九月）所収。
下等小学教則之外重刻之義伺当県小学校取立ニ付而、師範学校下等小学教則重刻相用度候処、右ハ一般御施行之義ニモ無之候得共、管下小学之義ハ、先般小林常雄他七名之生徒、同校へ依頼シ畧知致候教則を以て教授候義二付、右之外準的と可致者無之。依テ、実ニ御確定相成候迄 仮ニ相用候様仕度、且小学生徒心得、小学教師心得ヲモ重刻致度、此段相伺候也。明治六年九月二日
　　　　
長野県参事楢崎寛直
督学事務兼勤文部省五等出仕中嶌永元殿
　
これには、末に「伺之通／明治六年十月八日［印］ （文部省五等出仕中嶋永元） 」と朱書で書かれており、次の別紙
が添えられている。
　
重刻伺書目
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一師範学下等小学教則一小学教師心得　　
以上各千部
一小学生徒心得　　
以上二万部
　
師範学校の「小学教則」は、明治六年二月に制定され、五月に改正、頒布される（文部省布達第七十六号） 。本文
書に「右ハ一般御施行之義ニモ無之」とあるように、 『小学教師心得』 『小学生徒心得』のように翻刻許可を公示されたものではない。小林常雄ほか七人の「生徒」が「畧知」しているとしているが、小林らは、教育方法修得のため県が師範学校に派遣した者たちである
（
2）。彼らが「畧知」しているこの教則に則って、県下の小学校教育を行ってい
こうという場合、その徹底には必要不可欠なものであった。　
末尾には文部省の回答が「伺之通」と朱で記され、文部省の朱印が据わっている。別紙には翻刻願の三点とその部
数が記されて る。 『上達書案
　
学務』 （
M
62A
-4 ）には、本伺書の学校掛による下案が収められていて、これには
書目・部数の記事は無く、伺書 文言 も小異がある。また、 『学事ニ関スル部』 （
M
72A
-16-4 ）に本文書の写しが
あるが、これには異同はほとんど無い。　
旧長野県翻刻『下等小学教則』 『小学教師心得』は未だ管見に入らないが、 『小学生徒心得』は 今のところ二種類
確認している。いずれも、半紙本一冊、共表紙仮綴、表紙・見返は整版であるが、本文は活版印刷である。　
一本は、表紙に「文部省正定／小学生徒心得／明治六年六月
　
師範学校」と摺付、構成は、見返、本文三丁半、刊
記半丁。見返に「長野県講習所反刻」とある。内題を「小学生徒心得」とし、本文は、四周単辺、無界十行、末に「明治六年第六月
　
第一大学区
　
東京
　
師範学校」とある。柱刻は丁付のみ、後表紙に「長野県御用板／書肆
　
岩下
伴五郎」と刊記がある。
一三四
　
いま一本は、表紙には「文部省正定／小学生徒心得／明治六年六月
　
長野県反刻」と摺付けられている。見返に記
事はない。本文全三丁であるが、半丁十三行で組んでいるので、後表紙見返まで本文が九行及んでいる。こちらには柱題があり「小学生徒心得」となっている。刊記は後表紙見返しの欄外に「御書物所
　
岩下伴五郎」とある。
　
表紙に「長野県反刻」とある後者のほうが後のものであろう。いずれも、岩下伴五郎が長野県御用として印刷製本
を行っている。岩下伴五郎は、長野大門町にて書肆を営んでいた。屋号は蔦屋、堂号は向栄堂。 「文化元年正月
　
更級
郡岡田村寺沢家蔵書目録」 （文化十四年の書入れもあり、 『長野市史
　
一三
　
資料編
　
近世』所収）に「一
　
大極図説
　
四巻／右ハ書林蔦屋伴五郎殿江返し」とあり、文化期には書籍営業を確認できる。もともと、善光寺の境内絵図や略縁起などの摺物の制作・販売をもっぱらとしていたが、他の書籍の流通にも関与 て、書店としての規模を広げていった店である。旧長野県が発足してからは、松木喜右衛門とともに県の御用を務め、松木と分担して布令書等県発の印刷物の制作を行っていた。松木制作のものは木活字印刷 岩下制作 ものは金属活字印刷である。明治六年七月には、岩下は需新社を立ち上げ、長野県御用紙『長野新報』を創刊、明治十六年（一八八三）まで新聞の発行を行っている。この後でも再三触れるが、教科書等教育用 出版物につい も、岩下が中心となって、制作にあたっ いる。『小学教授書』翻刻願（七年一月）　『諸願伺届』 （
M
72A
-4-1 ）に、岩下伴五郎による『小学教授書』翻刻の願書がある。 『長野県教育史
　
第九巻
　
史
料編三』にすでに翻刻があるが、ここにも掲げてみる。
乍恐以書付奉願上候一
　
小学教授書
　　　　　
一万部限
右ハ文部省御編纂之分別冊之通リ重版仕度奉願上候。尤板木師之義ハ両人召抱置候間、一層被相働聊銭手数料ニ而販売仕、各区学校之御便利ニも相成候様仕候間、格別之以御仁慈、御聞届被為下置度、此段奉願上候。以上。
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一三五
明治七年
　　　　　　
第五十四区
　
第一月十二日
　　　
長野大門町
　　　　　　　　　　　　
岩下伴五郎
　
この場合、 「重版」は「翻刻」の意である。岩下が「重版」を願い出た形になっているが、当然県からの要請を受
けてのものであろう。岩下伴五郎が版木師を二人抱えているという情報は貴重である。この印刷能力があって務められる県の印刷御用なのであろう。そもそも、岩下は、先述したように、善光寺絵図や同略縁起などを制作・販売していた業者であった。善光寺町は、参詣客向けの土産物の需要により印刷機能を強く保持していた町であった。他の版木屋に誂える ではなく、自前で彫板・摺刷を行える体制は、江戸時代よりのものであったと思われる。なお、長野県翻刻『小学教授書』見返に「文部省編纂／小学教授書
　
全／明治六年五月
　
長野県反刻」とあるが、 「明治六年五
月」は、文部省版に備わるものをそのまま踏襲したものである。現在確認できて る 、他にもう一版ある。七月に岩下から出さ た『小学教授書』再刻願が残されており（後掲） 、この再刻本であろうかと思われ 他 教科書類もそうなのであるが、明治七年になって制作に動き出してい のは、筑摩県に比べると少々出遅れ気味である。『単語篇』翻刻願（七年二月）　『諸願伺届
　
学務』 （
M
72A
-4-1 ）に西沢喜太郎が県に提出した『単語篇』の翻刻願がある。
乍恐以書付奉願上候。今般小学校御取立ニ付、小学校要用ニ書之内、単語扁三冊御翻刻御免ニ相成候趣奉候私義従来渡世向之義ニ付右書物御間ニ合至急御支差使無之様製本仕度候間、何卒右彫刻被仰付度奉願上候。別紙製本之義、成丈低価ニ仕候度間、此段御聞届被成下度奉願上候。以上。
一三六
　　　　　　　
長野桜小路
明治七甲戌二月八日
　　
西澤喜太郎［印］
　　　
副戸長
　
村井久四郎［印］
長野県参事
　
楢崎寛直殿
　
添えられた別紙は次のとおり。
　　
別紙
一単語編
　　　　　　
紙数三冊
　
四拾弐丁
彫刻料一枚ニ付
　　　　　　　　
弐拾五匁
板料〆四拾弐丁
　　　　　　　　
一貫四拾匁
右製本仕立上料三冊到
　　　　　
拾銭
右合本一冊仕立上料
　　　　　　
七銭五厘
　
右之通リ御座候
　
以上
　「松葉軒」と柱下方に印刷された自家用罫紙を使用している。別紙に「文部省／合本壱冊／価格五匁五分」と書かれた付箋が貼付されてあるが、これは、県の役人が、見積もりの妥当性の判断材料として貼付したものなのであろう。 『単語篇』につい は、五月付で西澤・岩下・松木連名で見積書が再度提出されているので（後掲） 、この西澤の翻刻願は留保され、県の御用印刷を勤めていた岩下・松木に西澤を加えた体制で、教科書・掛図 翻刻事業を推進しようとしたものであろう。
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
一三七
　
善光寺町の出版文化が、この善光寺参詣客向けの土産用印刷物を基盤にして成立していたことは先述した。蔦屋岩
下伴五郎は、その草分け的な店であり、この大門前の小桝屋西澤喜太郎がそれに続く。 『長野県書店商業組合八十五年のあゆみ』 （一九九三年一月、郷土出版社）に「江戸時代の初め頃、西澤家の先祖が、善光寺の門前で戸板を並べて書物を販売したと伝えられています。安政年間に現在の場所に店舗を構え、明治に入ってからは、二十六年の上田店をはじめ、飯田、野沢（現佐久市） 福島、高田、さらに昭和四年の宇都宮まで、県内外に十数店の支店を出すなど事業を拡大しました」 あるように、現在 も西澤書店は健在であるが、 「江戸時代の初め頃」はちょっと無理あろう。現在確認しているもっとも早期の出版物は『西国三十三番札所しゆんれいゑんぎ』で、 「文政二卯年／地本問屋
　
善光寺大門町上
　
小舛屋喜太郎板」という刊記を備えている。西澤の店舗の様子は『善光寺繁昌記
　
二編』
（明治十一年二月、西澤喜太郎出版） 「書肆」の条に活写されている。
堂園西側に一書肆有り、松葉軒西澤某と曰ふ、幌を下し和漢洋書物所の六字を書す、間口六間奥行き二間半、四壁書架にして、 縦一横書名を記し番号を付す。書棚満て外に及ぶ。判頭丁稚五六輩、巻裏僅に膝を
客（ママ）
るゝの
み。店外の人蝟集、童児之群を率ひ、折本及筆墨を問ふ者は書家先生也。冠者七八人教授本を閲する者小学先生の門弟を伴ふ也。舶来新本を買ふ者は洋学生の洋学を誇る也。和書と短
タンザク
箋を看るは和学大人也。苅
カルカヤ
萱容之和尚小
僧を率き来り、了竹風之医者は青
デン
衿を伴ふて立つ。伴頭横文を認め、丁稚表題を諳ず。他の需に応じて迅速之を
弁ず。一書生書目を叩く。百端伴頭曰「有り々り、曰何、 何」相答る影響の如し 書冊を出さしむ 大概之れを見る。蓋し店窄くして全部を置く処無く 毎表題一冊を積て他の需に供す。客購ば則ち全部を本宅の書庫に出取す。一書生嘆して曰「
店
チイサキミセ
五大州中之書物を産す。謂ゆる
唾ハイフキ
壺
大蛇を出現する者か。 （原漢文を書き下して
句読点 補った）
　
西澤の出版物であるだけに、この賑わいぶりは少々割り引く必要があるかもしれないが、小さな店舗ながら当時の
一三八
勢いは十分察することが出来よう。　
岩下も西澤も、門前町の絵図屋から始めて、書肆として地域の書籍流通に乗り出していったわけであるが、これ
は、全国的にみても珍しいことであろ そして、明治になって、県の御用印刷事業や教科書類の制作・流通事業に参与し、いよ よ活発な営業を展開していったのである。「小学教科書反刻之義伺」 （七年三月） ・ 「反刻書部数増加之義伺」 （同四月）　『官省指令』 （
M
72A
-2-2 ）に「小学教科書反刻之義伺」が収められている。
庶（
　
朱
　
書
　
）
第十二号
　　
小学教科書反刻之義伺
当県学校用ノ為メ、別紙書載之通反刻仕度、此段相伺申候。以上。　
明治七年三月廿七日
　
長野県参事楢崎寛直［印］ （楢崎寛直）
　　
中督学西潟訥殿
　
必要な教科書の翻刻をまとめて願い出たわけで、これには 末に朱書で「御伺出之通／但県名部数等見認易キ所ニ
記載スヘク、且刻成之上各三部納本可披致事／明治七年三月廿八日［印］ （中督学西潟訥之印） 」と書かれていて、翻刻の許可を得ている。別紙は次のとおり。
反刻伺書目
一羅馬数字図一単語図
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一三九
一連語図一形体線度図一色図
以上各壱万部
一小学算術書一片仮名習字本一草体習字本一楷書習字本一小学教授書
以上各五万部
　
掛図も教科書も教授書もすべて「各五万部」とは、思い切って大ざっぱさであるが、就学児童の数、教材の必要数
も読めないまま始めざるをえなかった事業なのであろう。この部数が変動していくことは当然で、 「反刻書部数増加之義伺」が、同じく『官省指令』の中に残るが、部数の読みの揺れを確認することができる。
庶（
　朱
　書
　）
第十号
　　
反刻書部数増加之義伺
反刻書部数之義、夫々伺済之処、就学ノ幼童日々多ク、伺済部数ニ而者引足兼候付、別紙之通増加致度、此段相伺候。以上。　
明治七年四月五日
　
長野県参事楢崎寛直［印］ （楢崎寛直）
　　
中督学西潟訥殿
一四〇
　
末に朱書で「御伺出之通／但、県名部数等見当易キ所ニ記載スヘク、且刻成之上、各三部納本可致事／明治七年四
月七日［印］ （中督学西潟訥之印） 」とある。別紙は次のとおり。
　　　
反刻書部数増加伺書目
一五十音図一五十音草体図一濁音図一数字図一算用数字図一加算九々図一乗算九々図
以上各千部之処　　　　
改テ壱万部
一習字本一小学読本一地理初歩
以上五千部之処　　　　
改テ五万部
　
掛図を千部に修正後、あらためて一万部に、教科書類を五千部に修正後、またもとのとおりの五万部に修正し直し
たものなのであろう。
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一四一
二、制作の実際
『小学教授書』反刻入費取調（七年四月）　
翻刻の許可を得、翻刻部数も読めてきたところで、いよいよ制作の段取りとなる。制作費用の見積「小学教授書反
刻入費取調」は、 『諸願伺届』 （
M
72A
-4-2 ）に収められている。
小学教授書反刻入費取調　　　　
三千部上全計三十四枚
一金五円六拾六銭六厘
　　
板木拾七枚
　　　 　　　　　　
但壱枚付
　
三十三銭三厘
一金五拾四円四十銭
　　　　
右彫刻科
　　　
但一枚付
　
壱円六十銭
一金拾五円廿銭
　　　　　　　
右摺工科
　　　 　　　　
壱厘五毛」
一金百拾弐円廿銭
　　　　　
右原紙代
　　　 　　　
但十枚付
　
壱銭壱厘
一金四十八円
　　　　　　　
右表紙糸綴手間共
　　　 　　　
但壱冊付
　
壱銭六厘
〆金弐百三拾五円四十六銭六厘右ハ小学教授書反刻入費取調候処、無相違御座候。以上。
一四二
　　　　　　　　　　　　　
長野大門町
戌四月十四日
　　　　　　　　　　
岩下伴五郎［印］ 」
　　
地理初歩反刻入費取調
　　　　
三千部上全部拾弐葉
一金弐円
　　　　　　　　　
板木六枚
　　　 　
但一枚付
　
三十三銭三厘三毛
一金拾八円
　　　　　　　　
右彫刻料
　　　
但壱枚付
　
壱円五十銭
一金六円三 銭
　　　　　　
右摺工料
　　　 　　
但十枚付
　
壱厘五毛」
一金四十六円廿銭
　　　　
右原紙代
　　　 　　　
但十枚付
　
壱銭壱厘
一金四拾八円
　　　　　　
右表紙糸綴手間共
　　　 　　　
但壱冊付
　
壱銭六厘
〆金百廿円五銭右ハ地理初歩入費取調候処相違無御座候。以上。明治七年　　　
戌四月十四日
　　　　　　　　
岩下伴五郎［印］ 」
小学読本巻弐反刻入費取調　　　
三千部上り全部四十壱葉
一金七円廿三銭三厘三毛
　　
板木廿二枚
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一四三
　　　　　　　　　　　　　
但壱枚付
　
三十三銭三厘三毛
一金七拾弐円
　　　　　　　
右彫刻料
　　
六拾六銭六厘六毛
　　　
但壱枚付
　
壱円六十五銭四厘
一金拾九円八 銭
　　　　　
右摺工料
　　　 　
但十枚付
　
壱厘五毛」
一金百四十五円六銭
　　　　
右原紙代
　　　 　　　　　
但十枚代
　
壱銭壱厘
一金四拾八円
　　　　　　　
右表紙糸綴
　　　 　　
手間共
　　　　　
但壱冊付
　
壱銭六厘
〆金弐百九十三円右ハ小学読本巻弐入費取調候処相違無御座候。戌四月十四日
　　　　　　　　
岩下伴五郎［印］ 」
　　　
小学読本御反刻
一
　
半紙四拾四枚
　
代価四百七十二文
一
　
表紙壱枚ニ付
　　
代価八十文
一
　
摺立手間
　
四十枚ニ付
　　
代価八十文
一
　
仕立壱冊ニ付
　　　
代価八十文
四十枚判木八十円ニて一
　
三千部見積リ
　　　
壱冊ニ付
一四四
　　　
右定価拾銭
　　　　　　　　
弐厘八十六文」
右之通御書上奉御伺候四月十二日
　　　　　　
松木喜右衛門［印］
　
学務
　　
御課」
　　
形体線度図
　
表裏弐枚
定価二拾弐銭
　　　
壱捌元二十銭
　　
内訳
　　　
九銭三厘
　　　　　
紙弐枚代価
　　　
四銭版木代価壱枚見積リ
　　　
五銭
　　　　　　　　
摺手間代価
　　　
八厘
　　　　　　　　
□難読
□具手間代
小計
　
拾九銭壱厘
　　
右江壱銭加江
右之通奉御書上候。以上。 」　
四月十二日
　　　　　
松木喜右衛門［印］
　
学務
　　
御課
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一四五
　
明治七年四月十四日と十二日付、岩下伴五郎・松木喜右衛門によるものである。 『小学教授書』 ・ 『地理初歩
（
3）』 ・
『小学読本
　
二』 ・ 『小学読本
　
四
（
4）』 （松木の見積に巻数の記事は無いが版木枚数から巻四と推定できる） ・ 「形体線
度図」の翻刻費用の見積を示したものである。実際にかかった経費ではないものの、制作費用の内訳がわかる興味深い史料である。なお、 『地理初歩』の入費については、本文十二丁での計算であるが 実際は十三丁ある。　
松木喜右衛門は、 「
長野県管
　
下
開明長埜町新図」 （明治十一年、三上真助発行）の「物産及製作品表」に「印判版木師」
として記載がある。江戸時代以来の版木屋であったと思われる。岩下の見積には、版木とそ 彫刻料が別に立てられていたのに対し、松木の見積がそうではないのは、そこに依るのであろう。　
岩下・松木・西澤三店の御用書肆でこの翻刻事業が請け負われるわけであるが、それぞれの分担が判明する。すな
わち、 『小学教授書』 ・ 『地理初歩』 ・ 『小学読本
　
二』が岩下の担当、 『小学読本
　
四』 ・ 「形体線度図」が松木の担当と
いうことになる。西澤も同様の見積書を作成した ずであるが見 たらない すべて三千部 の見積である。先ほど紹介した文部省への翻刻部数増加の届とは食い違うが、初刷り三千部 いうことで見積を作成させたのであろう。『単語篇』翻刻費用見積（ 「記」七年五月）　
明治七年五月、松木喜右衛門・西澤 太郎・岩下伴五郎から長野県に提出された『単語篇』翻刻費用の見積書であ
る。 『諸願伺届』 （
M
72A
-4-2 ）所収。
　　　　
記
一
　
単語篇
　
三冊
　
三千部上
　
定価壱部ニ付拾五銭
　　
内金百四十四円也
　
紙壱枚ニ付十壱文
一四六
　　
〃金百三拾五円也
　
表紙糸綴手間
　　
〃金三拾円
　　　　
板木彫刻料
　　
〃金五拾壱円
　　　
摺手間
　　
〃金九拾円
　　　
右弐割り徳分」
　　　
〆金四百五拾円也
右之通御調奉申上候。以上。明治七年戌五月
　　　
長野書肆
　　　　　 　
松木喜右衛門［印］
　　　　　　 　
西澤喜太郎［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
三千部制作し、二割の「徳分」を含んで四百五十円、一冊あたり十五銭で定価を設定できるというわけである。こ
れには学校掛から参事宛の起案書が添えられている。
参事　　　　　　　　
学校
書面単語篇反刻代価見積り松木喜右衛門外両人ヨリ差出候ニ付、文部省并外定価とも比較イタシ見候処、敢而不都合モ無之ニ候間、御聞届相成可然哉。但シ千五百部以上一割之印板税為相納可然哉。　
文部省
　
定価
　
二十五銭
　
宮城県
　
定価
　
凡十銭
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一四七
　
新潟県
　
同断
五月二十五日
　
文部省版の定価が二十五銭、また宮城県と新潟県の翻刻版がおよそ十銭であるのに比較して、不都合はないとの見
解が示される。また「千五百部以上一割之印板税」を収めさせるべきであるとの意見も添えられる。 「印板税」とは、版木使用料、すなわち、板賃ということなのであろう。これについては、次掲の請書に照らして、 「千五百部以上」ではなく、減価償却後に納めるというところで、話がついたものと思われ 。なお、旧長野県翻刻の『単語篇』は未見である。翻刻教科書制作請書（ 「指上申御請書之事」七年五月）　『諸願伺届』 （
M
72A
-4-2 ）に収められているこの文書も興味深い史料である。松木喜右衛門・西澤喜太郎・岩下
伴五郎連名のもので、翻刻教科書制作の請書である。
　　
指上申御請書之事
一御管内小学校御開業以来、私共ニ官板書籍反刻売捌被仰付、難有仕合奉存候。因テハ摺方仕立等精々入念イタシ、伺之上原価定価ヲ定メ、御検印相受、相互ニ譲合セ小学校用書ニ不差仕様、一同注意可仕候。 」一書籍類ハ千部以上三千部以内 絵図面類ハ三百以上 百以内ヲ以テ反刻元金消却イタシ、元金消却相成候後ハ、印板税トシテ定 之一割上納可仕候。一御検印無之反刻書一切売捌仕間敷候。一御都合ニ寄何時版 取上相成候而も、聊苦情等申間敷候。右一同異背仕間敷依之御請書」差上申候。以上。
一四八
明治七年戌五月
　
長野町書林
　　　　　　　　　
松木喜右衛門［印］
　　　　　　　　　
西澤喜太郎［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
定価は県に伺いのうえ定めること、検印を受けることなどが明記されているが、業者が「相互ニ譲合セ」て事業を
行うという文言がまず注目される。三店で仲良く役割分担をしてやっていくというのである。扱うものによって、負担と旨みに差があるのであろう。また、他県の事例報告が僅少なこともあるかもしれないが、 「反刻元金消却」後、定価の一割を県に「印板税」として上納するという取り決めも他に見ないものである。版木預かり証（ 「差上申御請書之事」七年五月）　
これも『諸願伺届』所収のもの。西澤・松木・岩下が県に宛てたもので、掛図二点と『小学算術書
（
5）』の版木の
預かり証である。
　　
差上申御請書之事
一算用并数字図
　　
板木二枚
一羅馬并濁音図
　　
板木二枚
一小学算術書
　　　
板木拾八枚
〆右之通正ニ御預り申候。勿論御用之節ハ何時成共御返納可仕候。以上。 」
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一四九
明治七年戌五月
　　　
長野書肆
　　　　　　　　　　　
西澤喜太郎［印］
　　　　　　　　　　　
松木喜右衛門［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　『小学算術書』と「算用并数字図」 「羅馬并濁音図」の掛図二点の版木は五月の段階で出来上がっていたもののようである。長野県翻刻版『小学算術書』は四巻あるが、ここにあるのは、本文三十四丁の第一巻の版木であろう。十七枚裏表で本文、一枚で見返（書袋）と題簽の印刷が出来る。掛図については、この二点に限らず長野県翻刻版を確認できていない 掛図は残りにくく、遺品に乏しいものである。
「小学読本他反刻入費取調」 （七年五月）　
上田の三村直・町田藤三郎による翻刻経費見積書で、これも『諸願伺届』所収。
　　
小学読本反刻入費取調
　　　　　　　　　　
四千部上
　
三十八枚
一金四円七十五銭
　　　　　　
第一板木三十八枚
　　　 　　　　　　
但壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭弐厘五毛
　　　　　　　
同扉板木壱枚
一金七十五円廿五銭
　　　　
同彫刻料三十八枚
　　　　　
但シ壱枚ニ付 円八十七銭五厘
一五〇
一五十銭
　　　　　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺壱部割
　　　　
壱銭九厘壱毛
一六厘六毛
　　　　　　　　　　
摺工料三十八枚
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
但十枚ニ付壱厘七毛
一三銭三厘六毛
　　　　　　　
原紙料四十枚
　　　
但十枚ニ付八厘四毛
一弐銭三厘
　　　　　　
表紙并ニ製本料
　　
読本第壱一冊掛
　　
八銭二厘三毛」
　　　
同第弐
　　　 　
四千部上
　
三十九枚
一金四円八十七銭五厘
　　　
第二板木三十九枚
　　　 　　　　　　　　 　
但シ壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭弐厘五毛
　　　　　　　　
同扉板木壱枚
一金七十三円十二銭五厘
　　
同彫刻料三十九枚
　　　　　
但シ壱枚ニ付壱円八十七銭五厘
一五十銭
　　　　　　　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺一部割
　　　　　　
壱銭九厘六毛
一六厘七毛
　　　　　　　　　　　
摺工料三十九枚
　　　　　 　　 　　　　
但十枚ニ付壱厘七毛
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一五一
一三銭四厘四毛
　　　　　　　　
原紙料四十一枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
但十枚ニ付八厘四毛
一弐銭三厘
　　　　　　　　　　　
表紙并製本料
　　
読本第二壱冊掛
　
八銭三厘七毛」
　　　
同第三
　　　　　　　
四千部上
　
三十七枚
一金四円六十二 五
　　　　
第三板木
　
三十七枚
　　　 　
但シ壱枚ニ付十二銭五厘
一八銭弐厘五毛
　　　　　　　　
同扉板木壱枚
一六十九円三十七銭五厘
　　
同彫刻料
　
三十七枚
　　　　　 　 　　　　　　　　
但シ壱枚ニ付壱円八十七銭五厘
一五十銭
　　　　　　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺壱部割
　　　　　
壱銭八厘六毛
一六厘四毛
　　　　　　　　　　　
摺工料三十七枚
　　　　　 　　 　　　　
但シ十枚ニ付壱厘七毛
一三銭弐厘八毛
　　　　　　　
原紙三十九枚
　　　
但十枚ニ付八厘四毛
一弐銭三厘
　　　　　　
表紙并製本料
　　
読本第三壱冊掛
　
八銭○八毛」
　　　
同第四
　　　 　
四千部上
　
四十枚
一五二
一金五円
　　　　　　　　　　　
第四板木料四十枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
但シ壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘 毛
　　　　　　
同扉板木壱枚
一金七十五円
　　　　　　　
同彫刻料四十枚
　　　　　
但シ十枚ニ付壱円八十七銭五厘
一五十銭
　　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺壱部割
　　　
二銭○壱毛
一六厘八毛
　　　　　　　　
摺工料四十枚
　　　　　 　　 　　　
但十枚ニ付壱厘七毛
一二銭五厘三毛
　　　　　
原紙料四十二枚
　　　
但シ十枚ニ付八厘四毛
一弐銭三厘
　　　　　　
表紙并製本料
　　
読本第四壱冊掛
　
八銭五厘二毛」
　
読本定価
　　　　
十銭
　
同
　
元価
　　　　
九銭
　
四千部摺上板木料消却後壱割上納」
　　　
小学算術書第一反刻入費元調
　　　　　 　 　　
四千部上
　　
三十四枚
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一五三
一金四円二十三銭
　　　　　
第一板木三十四枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
但シ壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘五毛
　　　　　　　
同扉板木壱枚
一金五十九円五十銭
　　　　
同彫刻料三十四枚
　　　　　
但シ壱枚ニ付壱円七十二銭
一五十銭
　　　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺
　
壱部割
　
壱銭六厘
一五厘二毛
　　　　　　　　　
摺工料三十四枚
　　　　　 　　 　　　　　
但シ十枚ニ付壱厘七毛
一二銭○二毛
　　　　　　
原紙料三十六枚
　　　
但シ十枚ニ付八厘四毛
一弐銭三厘
　　　　　　
表紙并製本
　　　
算術書第壱
　
一冊掛
　
七銭四厘五毛」
　　　
同第弐
　　　
四千部上
　
二十七枚
一金三円三十七銭五厘
　　
第二板木二十七枚
　　　 　　　　　　　　
但壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘五毛
　　　　　　
同扉板木壱枚
一金四十七円二十五銭
　
同彫刻料二十七枚
　　　　　
但壱枚ニ付壱円七十五銭
一五四
一五十銭
　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺一部割
　　　
壱銭二厘八毛
一四厘六毛
　　　　　　　　　
摺工料二十七枚
　　　　　 　　　　　　　　　　　　
但シ十枚ニ付壱厘七毛
一二銭四厘四毛
　　　　　　　
原紙料二十九枚
　　　
但シ十枚ニ付八厘四毛
一二銭三厘
　　　　　　
表紙并製本料
　　　
算術書第二
　
壱冊掛
　
六銭四厘八毛」
　　　
同第三
　　　
四千部上
　
三十枚
一金三円七十五銭
　　　　
第三板木三十枚
　　　 　　　　　　　　
但壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘五毛
　　　　　　
同扉板木壱枚
一金五十二円五十銭
　　　　
同彫刻料三十枚
　　　　　
但壱枚ニ付壱円七十五銭
一五十銭
　　　　　　　
同扉彫刻料」
　
右四千部摺一部割
　　　
壱銭四厘二毛
一五厘壱毛
　　　　　　　　　
摺工料三十枚
　　　　　 　　 　　　　
但十枚ニ付壱厘七毛
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一五五
一二銭六厘九毛
　　　　　　　
原紙料三十二枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
但十枚ニ付八厘四毛
一二銭三厘
　　　　　　　　
表紙并製本料
　　　
算術書第三
　
壱冊掛
　
六銭九厘二毛」
　
算術書定価
　　　
八銭
　
同
　　
元価
　　　
七銭二厘
　
四千部摺上板木料消却後壱割上納」
　　　
地理初歩反刻入費取調
一金壱円六十二銭五厘
　　　
板木拾三枚
　　　 　 　　
但壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘五毛
　　　　　　
扉板木壱枚
一金二十円八十銭
　　　　　
彫刻料十三枚
　　　　　 　
但壱枚ニ付壱円六十銭
一五十銭
　　　　　　　　　
扉彫刻料」
　
右四千部摺壱部割
　　　　
五厘七毛
一二厘二毛
　　　　　　　　
摺工料十三枚
　　　　　 　　 　
但拾枚ニ付壱厘七毛
一一銭三厘四毛
　　　　　　
原紙料十五枚
　　　
但十枚ニ付八厘四毛
一五六
一一銭五厘
　　　　　　　　
表紙并製本料
　　　
地理初歩壱冊掛
　　　
三銭六厘四毛」
　
地理初歩定価
　　　
五銭
　
同
　　　
元価
　　　
四銭五厘
　
四千部摺上板木料消却後壱割上納」
　　　
史畧反刻入費取調
　　　　　
二千五百部上
　
百廿枚
一金十九円七十五銭
　　　　
板木
　　　 　　 　　
但壱枚ニ付十二銭五厘
一六銭二厘五毛
　　　　　　
扉板木料壱枚
一金弐百七十六円五十銭
　　
彫刻料百廿枚
　　　　　 　
但壱枚ニ付壱円八十三銭五厘
一五十銭
　　　　　　　　　
扉彫刻料」
　
右二千五百部摺壱部割
　　
十一銭八厘七毛
一二銭○四毛
　　　　　　　
摺工料百廿枚
　　　　　 　　 　
但十枚ニ付壱厘七毛
一十銭九厘二毛
　　　　　　
原紙料百廿枚
　　　
但十枚ニ付八厘四毛
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一五七
一七銭七厘
　　　　　　　　
表紙并製本料
　　　
史畧壱部掛
　　　　　
三十二銭五厘二毛」
　
史畧定価
　　　
四十五銭
　
同
　
元価
　　　　　
三十六銭
　
二千五百部摺上板木料消却後壱割上納」
　　　
物理階梯反刻入費取調
　　　　　
二千部上
　
百七十九枚
一金三十三円五十六銭二厘五毛
　
板木百七十九枚
　　　 　　 　　　
但壱枚ニ付十八銭七厘五毛
一六銭二厘五毛
　　　　　　　
扉板木壱枚
一金三百五十円
　　　　　　　
彫刻料百七十九枚
　　　　　 　
但壱枚ニ付壱円
　　　　　　 　　
九十銭五厘五毛
一五十銭
　　　　　　　　　　
扉彫刻料」
　
右二千部摺壱部割
　　　　　
十九銭二厘
一三銭五厘八毛
　　　　　　　
摺工料百七十九枚
　　　　　 　　
但十枚ニ付二厘
一十八銭五厘
　　　　　　　　
原紙料百八十五枚
　　　
但十枚ニ付壱銭
一五八
一九銭五厘
　　　　　　　　　
表紙并製本料
　　　
物理階梯壱部掛
　　　　
二十銭七厘九毛」
　
物理定価
　　　　　
七十八銭七厘五毛
　
同
　
元価
　　　　　　
六十三銭
　
二千部摺上板木料消却後壱割上納」
　　　
形体線度図并器械入費取調
　　　　　
三百部上
一金二十円
　　　　　　　　
板木表裏彫刻
　　
右三百部摺壱部割
　　　　　
六銭六厘六毛
一壱銭壱厘五毛
　　　　　　　
摺工料
一四銭
　　　　　　　　　　　
原紙料
　　　
形体図壱部掛
　　　
十一銭八厘二毛
一六十六銭六厘七毛
　　　　　
器械箱入」
　　　
形体一式
　　　　　
七十八銭四厘九毛
　
形体線度定価
　　　　
壱円十二銭
　
同
　　　
元価
　　　
八十九銭六厘
　
三百部摺上板木消却後壱割ツヽ上納」
　　　
色ノ図并器械入費取調
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
一五九
　　　　　　　　
三百部上
一金十円
　　　　　　　　　　
板木彫刻料
　　
右三百部摺壱部割
　　　　　
三銭三厘三毛
一壱銭
　　　　　　　　　　　
摺工料
一二銭八厘
　　　　　　　　　
原紙料
　　　
色ノ図壱部掛
　　　　　　
六銭壱厘三毛
一三十銭
　　　　　　　　
色器械箱入」
　　
色ノ図一式
　　　　
三十六銭壱厘三毛
　
色ノ図定価
　　　　　　
六十銭
　
同
　　
元価
　　　　　　
四十八銭
　
三百部摺上板木消却後壱割上納
右之通諸反刻入費取調候処相違無御坐候。以上。 」　　　　　　 　 　
反刻書林
　　　　　　　　 　　
共同舗
　　
明治七年五月
　　　
三村直
　　　
町田藤三郎［印］
　　
学務御掛
　　　
御中
一六〇
　
翻刻事業を上田の業者にも分担させることになったわけである。善光寺町の三業者のみでは県下一円への供給が危
惧される状況であったものと思われる。三村・町田とも、これ以前に書商としての営業を確認できず、またその後も、書籍業に参入するわけでもなさそうである。教科書・掛図の制作と流通に、より万全 期すための県の働きかけに応じた篤志の事業 でもあったろうか。次掲の文書によれば、開版費用を県から借用している。なお、善光寺町業者による見積と、単価等に差のあるところが興味深い。職人を抱えている「業者」ではないためであるかと思われる。「書籍之部」 （七年五月・六月）　『学資出納簿』 （
M
72A
-17 ）所収のもの。長野県用箋。前半には五月から九月ころまでの入金の記録、後半は、上
田の町田藤三郎、善光寺町の松木喜右衛門と岩下伴五郎への出金を記したもののようである。町田は くに、翻刻教科書開版費用の貸し付けを願い出てい ので（明治七年八月「乍恐以書付奉願上候」 ） 、 「八百八拾七円弐拾壱銭七厘四毛」という少なからぬ金額は、おそらくそれと関わりを持つも であろう。
　
書籍之部
五月五日一金四拾七円弐拾弐銭（秀茂印）一金三拾円四拾五銭（同印）
　　　　　　　
五月七日納（星野印）
一金七拾壱円弐拾八銭六厘（同印）
　　　　
五月八日納（同印）
一金百四拾五円六 壱銭八厘（同印）
　　　
五月九日納（同印） 」
一金七円五拾九銭（同印）
　　　　　　　　
五月十 日納（同印）
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一六一
〆金三百弐円拾六銭四厘一金五拾弐円七拾四銭（同印）
　　　　　　
五月廿日納（同印） 」
一金八拾四円五拾四銭（同印）
　　　　　　
六月廿二日納（同印）
　　
内
　
七拾五円
　　　　　
掛図代出納
　　　　
四円八拾四銭五厘
　　　
書物代
　　　
四円六拾九銭五厘
　　　
印板税
一金五拾円（同印）
　　　　　　　　　　　
六月二十五日納（同印）
一金百三拾壱円六拾八銭九厘（長沼印）
　　
七月二十三日納（同印）
一（朱抹消）
金五拾円（ 「五拾円」の上に訂正紙が貼付されていたと思われるが剝離）一金六拾弐円（長沼印）
　　　　　　 　　　　　　　
七月三十一日納（同印）
一金六拾円（秀茂印）
　　　　　　　　　　　　　
八月九日納（同印）
一金拾八円六拾壱銭弐厘（同印）
　　　　　　　　
八月十日納（同印）
一金七拾五円（同印
　　　
八月廿日納（同印）
右（
　　　　　
朱
　　　　　　　
書
　　　　　
）
ノ十七口明治七年九月廿五日出納課ヘ勘定□
難読
相渡シ済ム」
指引返入過
　　　　　　　　　　
明治七年九月廿八日
金百五拾九円拾九銭五厘
　　　　　　
出納課ヨリ請取
金百拾円七拾五銭
　　　　　　
七年八月九月分
　　　　　　　　　　　　　　　　　
長野学校立換金
　　　　　　　　　　　　　　
返入
金六円五拾銭
　　　　　　　　　　　
教員返納金」
一六二
外（この行朱書）
金七百円前々渡シ金
五月十六日
　　　　　　　　　　　　
共同舗
一金八百八拾七円弐拾壱銭七厘四毛
　　
町田藤三郎ヘ渡
　　　
内
　　　
皆金
（朱
　
書）
下ケ渡し済
　　
金百六拾五円六十六銭弐厘
　　　　　
同人江払下置候書籍
　　　 　　　　　　　　　　　　　
代此度上納分渡ス
　　
金八拾七円七銭壱厘八毛
　　　　　　
同人ヨリ相納候絵図面代価
　　　
一割印板税上納之
　　
金三百三拾四円四十八銭四厘四毛
　　
出納ヨリ操替渡ス
　　
金三百円
　　　　　　　　　　　　　
同断（ 「是迄同課江 足候分引戻し渡ス」の上に朱書）
　　　
八（朱書）
毛違アリ」
五月十六日一金八十九円
　　　　　　　　　　　　　
松木喜右衛門
　　　
内
　　
金八拾八円
　　　　　　　　　　　　　
同人印板元金拝借返
　　　 　　 　 　
納ノ分渡ス
　　
金一円
　　　　　　　　　　　　　　
出納課ヨリ操替渡ス
五月十五日一金五拾四円五拾四銭七厘五毛
　　　　　
岩下伴五郎
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一六三
　　　　　　　　　
出納ヨリ出金ノ内渡」
『習字本』見積書（ 「記」七年六月）　
明治七年六月、岩下伴五郎より長野県に宛てた『習字本』の見積である。 『諸願伺届』 （
M
72A
-4-2 ）所収。
　　　
記
一習字本
　
原価三銭五厘壱部ニ付
　　　
内
　
三銭壱厘
　
半紙拾枚
　　　　　
壱厘五毛
　　
〃摺工
　　　
壱厘
　　　　
製本料
　　　
壱厘五毛
右之通御座候
　　　
以上」
明治七年戌六月
　　　　　
長野大門町
　　　　　 　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
これには、学校掛から参事宛の「書面願之通、御聞届相成可然哉」と記された一紙（六月五日付） 、また権参事宛
の「兼而伺済之習字本刻成候ニ付、入御覧候」とある一紙（六月二十三日付）が添付されているので、六月中には出来上がったようであるが、この明治七年長野県版は未見である。　
なお、七月二十日付、第一番小学松平学校世話方中澤莞爾よりの『習字本』代価下げ渡し願「記」が「諸願伺届」
（
M
72A
-4-2 ）に収められていて、翌月には各小学校の教材として供せられたことを確認できる。
一六四
『輿地誌畧』 『日本畧史』翻刻願（七年七月）　
上田伊藤甲造・小野沢宗兵衛より長野県に出された『輿地誌畧』 ・ 『日本畧史』の翻刻願である。 『諸願伺届』 （
M
7
2A
-4-2 ）所収。
　　　　　　　　　　　　
第廿二区小県郡上田街
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊藤甲造
　　　 　　　　
小野澤宗兵衛
私共儀、年来書籍商業相営罷在候処、今般文部省ニ於テ御編輯相成候輿地誌畧、陸軍省ニ於テ御篇集相成候日本畧史、先頃中ヨリ売捌仕居候。右ハ学者必用之御宝典ニシテ、速ニ全国満布相成候様仕度、私共ニ於モ希望罷在候処、原板製本」一時ニ難被為届候哉、毎々東京出荷遅滞仕、先般学校御設立以来、御管下一般学問之実、日々ニ相開、山間僻地ト雖トモ学校之設アラサルナク、随テ市在老少ニ至迄、家業之閑隙、学事ニ勉強シ、各有益之書籍ヲ購、競テ新刻珍書ヲ求メ、学業進歩之機会今日ニ相適候折柄 上件之如ク枢要ノ書籍ニ乏敷、千万遺憾之至ニ御座候。依之 今般右御宝典反刻仕、五千部ヲ限上木仕、御管下ヘ売弘仕度、即原本一部ツヽ相」副、此段奉願上候。何卒右願之通御許容被成下置候様、偏ニ奉懇願候。以上。　　　　　　　　　　　　　　
右
　
伊藤甲造［印］
　　　　　　　　　　　　　　
小野澤宗兵衛［印］
　　　
戸長
　
瀧澤助右衛門
　　　
代判
　
副戸長
　　　
小林源造
長野県参事楢崎寛直殿
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一六五
　
上田の伊藤甲造は、鼠屋の屋号で古くから営業している書肆である。明治になってからは出版書も数多く、東信地
方の書籍流通の要となる。翻刻を願い出た二書については、 「先頃中ヨリ売捌仕居候」ものであるが、 「毎々東京出荷遅滞仕」 、地域への供給がままならな という次第で、この有益の書籍を翻刻して、 「御管下ヘ売弘」めたいというのである。これには、庶務掛より参事宛の文書が添付されて る。
参事
　　　　　　　　　　　　　　
庶務
書面申立之書目ノ内輿地誌畧ハ小学必需ノ書籍ニ付、例之通反刻相伺、許可之上ハ願人并外書肆江申渡、見込入札之上、請負申付可然哉。日本 史ハ陸軍省蔵版、殊ニ小学課目中ニ無之 畢竟反刻允許ハ小学必用之趣意ニ付、御採用難相成旨申渡可然哉。 」　
七月十日
再識本文日本畧史小学教課ニ不拘、人民必需タルヲ以テ、別段反刻願書為差出、添書本省江相伺之上、可否可申渡候哉。
　『輿地誌畧』については、伊藤を含めて書肆に入札させて翻刻を請け負わせることを進言している。ただし、長野県における翻刻本は未見、甲府内藤伝右衛門翻刻本が多数の信濃地域の書肆によって売弘められているので 実現しなかった可能性が高かろうか。 『日本畧史』については、陸軍省蔵版本で、翻刻が許可されている小学課目教科書ではないので、許可されないであろうという見解であったが、 「再識」では、必需の書籍であるので、陸軍省に別途翻刻願書を出してはいか かと 提案がなされる。これについても 明治十五年の伊藤甲造翻刻本は確認しているが、明治七年ころのものは未確認 り、陸軍省に翻刻伺を出したかどうか、また出したとしてこの時点で許可され
一六六
たものかどうかは不明である。『輿地誌畧』 『日本地誌畧』翻刻伺（ 「小学用書籍反刻ノ義伺」七年七月）　
検討の結果、長野県は文部省に『輿地誌畧』と『日本地誌畧
（
6）』の翻刻伺書を出した。 『官省指令』 （
M
72A
-2-2 ）
所収。
庶第二十一号（朱書）　　
小学用書籍反刻ノ義伺
別紙之両書、小学校必用之品ニ付、反刻仕度、此段相伺申候。以上。　　
明治七年七月十五日
　
長野県参事楢崎寛直
　　　　　
文部少輔田中不二麿殿
　
附箋に朱書で「日本地誌畧之外伺之通／但 県名并部数等見当リ易キ所ニ記載スヘシ。且刻成之上、三部納本可致
候事。／明治七年七月廿二日
　［印］ （文部省印） 」とあって、許可されている。 「別紙」には「一
　
輿地誌畧
　
壱万部
／一
　
日本地誌畧
　
五万部」とある。
『小学教授書』再刻願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年七月）　
岩下伴五郎から長野県 出された『小学教授書』の再刻願である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。四月に「小
学教授書反刻入費取調」が提出されていたが、この見積によって、製作された該書がすでに販売に供せられたこと、そしてその版木が磨滅するほどの部数を摺り出していたことがわかる。
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一六七
　　
乍恐以書付奉願上候
一教授書右先般御許容ヲ蒙リ反刻製本仕、漸同販売候処、既ニ摩滅及候付、再刻仕度此段奉願上候。以上。明治七年戌七月廿七日
　
長野大門町
　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事小倉勝善殿
　
なお、この文書には学校掛から権参事宛の文書が添付されていて、そこに「書面教授書之義、是迄定価拾銭ノ所、
文部省定価引下ケ候ニ付、向後九銭ニ相改メ、再刻申付可然哉／七月廿七日」とある。文部省版は、 『戊辰以来
　
新
刻書目便覧』 （明治六年十一月、太田勘右衛門・別所平七版）の早印本に、 「
官板
小学教授書
　
仝
　
九銭九厘
　
一」と掲
出されているが、最終後印本では、価格を「七銭八厘」と改刻している。この値下げを考慮し、十銭から九銭への翻刻本値下げが提案されているわけである。実際は、後掲の八月十八日付翻刻書類印税値下願「乍恐以書付奉願上候」によれば、定価七銭五厘というところに落ち着いたようである。『日本地誌略』 『輿地誌略』制作費見積書（七年七月）　
西澤喜太郎・松木喜右衛門・岩下伴五郎から長野県に宛てた『日本地誌略』 『輿地誌略』翻刻の見積書である。取
り調べたところ不都合もないので、彼らに請け負わせて然るべしとする学校掛から権参事宛ての七月三十日付の文書が添付されている。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。
　　　
日本地誌略三千部
一原価金三百円也
　　
但壱部ニ付金拾銭
　　
内金六拾円也
　　　
版木刻
一六八
　　
仝金四拾八円也
　　
銅板絵図
　　
仝金拾五円
　　　　
摺手間
　　
仝金四拾二円
　　　
表紙并製本
　　
仝金百三拾五円
　　
紙十三万五千枚外
　　
仝金七拾五円
　　　
販売手数料」
　　　
〆金三百七拾五円也
　
但定価壱部付拾二銭五厘
右之通御座候。
　　　　
以上。
明治七年戌七月廿九日
　　
長野書肆
　　　　　　 　
西澤喜太郎［印］
　　　　　　 　
松木喜右衛門［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事小倉勝善殿」　　　
輿地誌略三冊
　
三千部
一原価金千六百七拾円也　　　
内金三百五拾円
　　
版木刻料
　　　
〃金千百五拾五円
　
内山紙代
　　　
〃金拾五円
　　　　
摺手間
　　　
〃金百五円
　　　　
表紙
　　　
〃金四拾五円
　　　
製本手間
　　　
〃金四百三拾円
　　
手数料
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一六九
〆定価金弐千百円也
　
但壱部付金七十銭
右之通取調奉書上候。以上。　　　　　　　　　　　　
西澤喜太郎［印］
　　　　　　　　　　　　
松木喜右衛門［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿」　　　
仝二篇三冊
　
三千部
一原価千九百四十九円四十弐銭
　
但壱部付六十四銭九厘八毛
　　
内金四百弐円五拾銭
　
版木刻料
　　
〃金千三百八拾円
　　
内山紙代
　
壱枚付　
三厘
　　
〃金拾七円廿二銭
　　
摺手間
　　
〃金百五円
　　　　　　
表紙
　　
〃金四拾五円
　　　　　
製本手間
　　
〃金五百拾円廿八銭
　
手数料」
〆定価
　
金弐千四百六拾円也
　
但壱部付
　
金八十弐銭
右之通取調奉書上候。以上。　　　　　　 　
西澤喜太郎［印］
　　　　　　 　
松木喜右衛門［印］
　　　 　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事小倉勝善殿」
一七〇
　　　　
仝巻之七
　
三千部
一原価金七百廿八円八拾四銭
　
但壱部付
　
廿四銭三厘
　　
内金二百円
　　　　　　
版木刻料
　　
〃金四百八拾円
　　　　
内山紙
　　
〃金六円
　　　　　　　
摺手間
　　
〃金廿七円八十四銭
　　
表紙
　　
〃金拾五円
　　　　　　
製本代
　　
〃金百七拾壱円拾六銭
　
販売手数」
全定価
　
金九百円也
　
但壱部付金三拾銭
右之通取調奉書上候。以上。明治七年戌七月廿九日　　　　　　
西澤喜太郎［印］
　　　　　　　　
松木喜右衛門［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事小倉勝善殿
「新訂地球儀」 「暗射地球図」翻刻伺（ 「小学用書器反刻之儀伺」七年八月）　
次の文書は、 「新訂地球儀」 「暗射地球図」の翻刻許可願である。末に「伺之通／但刻成之上三部納本可致候事／明
治七年八月十八日
　［印］ （文部省印） 」と朱書による許可の文言が据えられている。 「官省指令」 （
M
72A
-2-2 ）所収。
庶（
　
朱
　
書
　
）
第弐拾三号
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一七一
　　　
小学用書器反刻之儀伺
別紙之二品小学校必用之器ニ付、反刻仕度、此段相伺申候。以上。　
明治七年八月十三日
　　
長野県参事楢崎寛直
　　
文部少輔田中不二麿殿
　
別紙には「一
　
新訂地球儀
　
壱万個／一
　
暗射地球図
　
壱万部」とあり、 「新訂地球儀」と「暗射地球図」 、各一万
部の翻刻が許可された。教材が着々と整えられつつある。『小学読本』他教科書翻刻願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年八月）　
明治七年八月五日、上田・長野の翻刻事業者連盟の長野県宛の『小学読本』他教科書翻刻願である。 「諸願伺届」
（
M
72A
-4-2 ）所収。
　　
乍恐以書付奉願上候。
一
　
小学読本
一
　
〃教授書
一
　
日本地誌略
一
　
史畧
右之書籍類ハ、小学生徒即今必用之品ニ付、当御県下長野町并上田町於て反刻仕度、此段奉願上候。以上。 」明治七年戌八月五日　　　　　　　　　　　
上田書肆
　　　　　　　　　　　　
共同舗
一七二
　　　　　　　　　　　　　
町田藤三郎［印］
　　　　　　　　　　　
長野〃
　　　
枩木喜右衛門［印］
　　　
西澤喜太郎［印］
　　　
岩下伴五郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
この四点については、すでに紹介したように、翻刻の見積書も出されていたし、九月に『小学読本
　
一』が出来て
おり、翻刻事業はすでに進められていた。次に掲げるように、製作費用借用願が出され、一連の文書のうち、翻刻願が整っていないことに気づき、ここで整えさせたものかと思われる。長野と上田との共同体制で長野県の翻刻事業を進める県の方針がここに明確 なっている。これには、学校掛から参事宛文書が添付され「書面、史略ヲ除ク之外何れも五万部ツヽ反 伺済之品ニ付 願之通御聞届相成可然哉。／七年八月七日」と書かれている。 『史畧』について、五万部の翻刻伺をしていないとの指摘はそのとおりで、明治六年九月七日付の翻刻伺に『史畧』は挙げられていたが、こ は千部を予定していた時点のものであっ 、明治七年三月二十七日付で五万部の翻刻伺を したときには、これが漏れていた である。翻刻入費貸付願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年八月）　
上田においても着々と翻刻の段取りが進められている。これは、明治七年八月、上田共同舗より長野県宛てのもの
で、翻刻入費のうち五百円借用し いと う趣旨の願書である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。
　　
以書付奉願上候
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一七三
先般小学用書籍反刻被仰付候ニ付、入費之中別紙之通此度拝借被仰付度、尤追々小学盛ニ相成候ニ随而、書籍モ相揃候ニ付、返納之儀ハ聊相違仕間敷候間、此段御聞済被成下候様奉願上候。以上。　　
明治七年八月
　　　　
上田共同舗
　
三村直」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
町田藤三郎
長野県参事楢崎寛直殿
　
これについて、学校掛より参事宛に発した文書と出納課による付箋が添付されている。
参事
　　　　　　　　　　　　
学校［印］
書面、先般申付候小学用書籍反刻入費之中、金五百円拝借仕度旨 上田町書肆町田藤三郎外壱名ヨリ願出之趣、無余儀事情ニ付、特別ヲ以テ」御聞届相成可然哉。但御聞済相成候得ハ、別紙証書証券印紙貼用調印為致可申候。 」貸出シ方　
金五百円内
　
弐百五拾円
　
学校予備金
　
但無利息
　　　　　　　
弐百五拾円
　
官員学資預金
　
但利息壱割
小口学資積金為替 預ケ之内引上 年壱わり利息取立貸附候様可 哉。七年八月四日
　　　　　 　　　
出納課［印］ 」
　
五百円の拠出方法についての案である。
一七四
『小学読本』翻刻願（ 「記」七年八月）　
上田三村直・町田藤三郎より長野県に宛てた『小学読本』巻二・四についての版木再刻の願書である。八千部摺刷
で磨滅したということである。八千部以上の摺刷に版木が耐用できなかったということ、八千部摺立てで地域の需要を満たしきれなかったということになる。これには、学校掛より参事宛の「書面、願之趣御聞届相成可然哉」とする七年八月九日付の文書が添付されている。 「諸願伺届」 （
M
72A
4-2 ）所収。
　　　　
記
一小学読本
　　　
第二第四
右書籍八千部宛摺立候処、板木磨滅致候ニ付、再上梓仕度、此段奉願上候。已上。　　　　　 　　　　
上田共同舗
明治七年
　　　　　　　　　　　　　
三村直
　　
八月
　　　　　　　　　　　　　
町田藤三郎［印］ 」
長野県参事楢崎寛直殿
翻刻書類印税値下願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年八月）　
明治七年八月十八日、長野上田書肆惣代岩下伴五郎より長野県宛ての願書である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）
　　　
乍恐以書付奉願上候
御当県御反刻類製本出来、御定之底価ヲ以テ販売仕候処、其数日々相増幾重難有奉仰候。然ルニ此度東京師範学校於テ、小学書類之内読本、教授書等御直下相成候付、右ニ準シ、御反剋之内読本壱巻定価九銭 教授書壱巻七銭五厘、奉伺候処、御採用被成下、一同難有仕合奉存候。依而」製本ニ取懸候処、職方并紙等追々高価相成、実
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一七五
以減方無之候付、是迄之御印税ヲ御減被成下、原価百分之五ヲ相納申度奉存候間願意御聞済被成下度奉悃願候。以上。明治七年戌八月十八日
　　　　　
長野上田書肆惣代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
岩下伴五郎
長野県参事楢崎寛直殿　（朱書） 〈 ［印］願之通聞届候条定価之印相改メ可申候事〉
　『小学教授書』同様、他の教科書類についても、文部省版が値下げされたことを受けて、長野県翻刻教科書類も値下げを行ったようである。また職人の手間賃と料紙価格も上昇し、利益率が悪くなったので、印税を十パーセントから五パーセントに下げて欲しいという趣旨である。一連の翻刻事業が職人層の人手不足と料紙の品不足を招き、両者の高騰を招いたのであろう。これには学校掛による一紙が添えられる。比較の材料として文部省版の値下げ後の定価を掲げ、余儀なき次第なので聞き届けるのがよかろうという判断が示される。
権参事　　　　　　　　　　　　　　 　　
学校［印］
書面、無余義次第ニ付、御聞届相成可然哉。　
八月二十二日
　　
文部省定価
　　　　　
当県定価
読本一巻ニ付十二銭
　　　　
十銭
教授書
　　　
十二銭余
　　　　
十銭」
当時
一七六
　　
文部
　　　　　　　　
当県
読本
　　
九銭一厘
　　　　　　
九銭
教授書
　
七銭九厘
　　　　　　
七銭五厘
『小学読本』献本願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年九月）　
明治七年九月三日付、岩下伴五郎より長野に宛てた、 『小学読本
　
一』の献本願いである。 「諸願伺届」 （
M
72A
-
4-2 ）所収。　　　
乍恐以書付奉願上候
一小学読本巻之一、先般奉願候反刻落成仕候ニ付、三部献本仕度、此段奉願上候。以上。明治七年戌九月三日
　　　　　　
長野書肆
　　　　　 　　　　　　　　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事 倉勝善殿
　
先に掲げた見積書で、岩下の担当が『小学読本
　
二』であったことが判明していたが、巻一も岩下の担当であった
ことがわかる。これに添えられた学校掛から権参事宛ての文書に「小学用読本巻ノ一反刻岩下伴五郎へ申付置候分落成ニ付」と見える。現状では逸しているが、見積書・請書の類が他にもあったのであろう。四月頃の見積で、九月に出来となる。筑摩県では、明治六年十一月には頒布の県達が出ており、これ以前に出来上がっていたのに比べれば、かなり遅れての事業であったことになる。なお、三部の献本は、文部省向けのものと思われる。『万国史略』 『習字本』翻刻伺（ 「小学教科書反刻ノ義伺」七年九月）
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一七七
　
明治七年九月十八日、長野県参事楢崎寛直より文部少輔田中不二麿宛（副本あり） 。文部省による「当省第二拾五
号布達反刻書目ニ照シ更ニ可伺出候事」という十月十九日付の返答書が付箋として添付されている。 「官省指令」（M
72A
2-2 ） 。
　　　
小学教科書反刻ノ義伺
師範学校彫刻一万国史略
　　　　　
五万部
同一習字本
　　　　　　
五万部
右之書籍県下小学校用之為メ、反刻御許容相成候様仕度、此段相伺申候。以上。　
明治七年九月十八日長野県参事楢崎寛直
　
文部少輔田中不二麿殿
　
両書とも、長野県翻刻本は未見である。
『習字初歩』上納願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年十月）　
明治七年十月二日、岩下伴五郎より長野県に宛てられた『習字初歩』の上納願である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）
所収。
　　
乍恐以書付奉願上候
一
　
習字初歩反刻御用被
　
仰付、製本相成候間、上納仕候。以上。
一七八
明治七戌年十月二日
　　　　　　　　
長野書肆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事小倉勝善殿
　『習字初歩』は明治六年八月三十一日付の督学局宛の翻刻伺に書名が挙がっていた。これも未見。
『小学教授書』納本届（ 「乍恐以書付奉願上候」七年十月）　
明治七年七月二十七日付で、岩下は『小学教授書』の再刻を願い出ていたが、それが出来上がり、十月二日に上納
という次第となった。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-1 ）所収。
　
乍恐以書付奉願上候
一小学教授書再刻御用被仰付、製本相成候付、上納仕候。
　
以上。
明治七戌年十月二日
　
長野書肆
　　　　　 　　　　　
岩下伴五郎［印］
長野県権参事 倉勝善殿
　
これには「刻成ノ書、岩下伴五郎ヨリ上納致候ニ付、例ノ通文部省ヘ送達方取計可然哉。／十月二日」とする学校
掛から権参事宛の一紙が添えられている。『小学生徒心得』検印願（ 「記」七年十月）　
十月三日付で西澤喜太郎が学校掛に宛てた『小学生徒心得』検印願である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。
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記
一
　
小学生徒心得
　　　　
五百冊
　
右御検査印奉願上候。以上。
　　
戌十月三日
　　　　　
西澤喜太郎［印］
　　
長野県学校所
　
御掛リ中様
　
同書については、明治六年九月二日付で長野県が文部省に二万部翻刻の伺書を出していたことを先に紹介し、岩下
が製作に関与した二種類の『小学生徒心得』があることを指摘した。本文書に照らすと、未確認であるが、西澤が関与した翻刻本もあるようである。五百冊についての「検査印」は、そのまま印税請求の根拠となるものであろう。「体操図」反刻伺（七年十月）　
十月二十二日付で、長野県は「体操図」の反刻伺を文部省に出している。 『官省指令』 （
M
72A
-2-2 ）所収。
　　
反刻伺
師範学校彫刻一
　
体操図
　
三千部
右県下小学用ノ為反刻仕度、此段相伺申候也。　
明治七年十月廿二日長野県参事楢崎寛直［印］ （楢崎寛直）
　
文部大輔田中不二麿殿
一八〇
　
附箋に朱書で「伺之通／但刻成之上三部納本可致候事／明治七年十月廿八日［印］ （文部省印） 」とあって、許可が
おりたようであるが、該図は未見である。文部省・師範学校版書籍翻刻願（七年十月）　
上田書肆伊藤甲造が長野県に宛てた文部省蔵版書籍の翻刻願である。 「諸願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。
　　　　　　　　　　　
第十一大区六小区上田原街
　　　　　　　　　　　　　　　　　
書肆
　　　 　　　　　
伊藤甲造
私儀、年来書籍商業相営罷在候処、先般厚御趣意ヲ以、僻地陬邑ニ至迄学校設立之御世話被為在候ニ付、生徒追々学科進歩仕、愚昧之輩ニ至迄至仁之御政体難有奉感戴候。私共 於テハ、商業柄、学校用弁之儀ハ方今之急務ト相心得 兼テ東京書肆ヘ依頼申入置 精々用弁向勉励仕候得共、莵角製本」間ニ合兼候哉、東京出荷延引故、折々品切等モ有之 然ルニ各校生徒昇級之度々、 教則之書籍一時ニ入用差湊候処、毎々適用之書籍ニ乏敷、無余儀用弁ニモ相成兼 右故進歩之障碍モ不少哉ニテ、甚以遺憾之至奉存候。依之 以来文部省并ニ東京師範学校御彫刻之御宝典総テ一万部限ツヽ反刻被仰付度、左候テ御管内辺隅ニ至迄迅速ニ頒布仕候ハヽ、日新開化之一端ニモ相成可申ト奉存候間、何卒微衷御洞察 成下、 」願之通御許容被成下候様仕度、此段偏奉懇願候。以上。　　
明治七戌年十月
　　　　　　　　
右
　　　　　　　　　　　　　　　　　
伊藤甲造［印］
　　　 　　　　　　　　　　　　
町用掛
　　　
瀧澤助右衛門［印］
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戸長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中澤莞爾［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
伊藤甲造は、七月に『輿地誌畧』と『日本地誌畧』の翻刻を願い出ているが、他の「文部省并ニ東京師範学校御彫
刻之御宝典総テ一万部限ツヽ反刻被仰付度」願い出ているのである。この文書には、学校掛から参事宛の一紙が添えられている
参事　　　　　　　　　
学校［印］
別紙上田町伊藤甲造ヨリ願出之趣、左之通御指令相成可然哉。文部省蔵版ノ書籍ハ、各地方官ニ於テ学校入用ノ為メ部数ヲ限リ刷行被差許候義ニテ、願ノ趣者難聞届候事。　
七年十月十七日
　
というわけで、伊藤の願い出は却下されている。すでに、上田町については「上田共同舗」として、三村直と町田
藤三郎に教科書類の翻刻を任せていた。長野県は長野町と上田の二拠点で県下の教科書翻刻・流通を行う体制となっており、徐々に製本もできあがりつつあった。十月になってのこの伊藤の申し出を受けて、伊藤をいまさら組み入れることはできなかったわけであろう。この願書は、 の教科書類供給 体制がいまだ全きを得ていなかったことをうかがわせてくれるが、伊藤 県の事業の進捗を把握できて いないようである。上田の三村・町田が伊藤の同業、すなわち書店であるなら、教科書類流通に関わることである以上、伊藤にそれなりの情報が入ってこないことは考えに
一八二
くく、やはり、三村・町田は、書籍営業を行っていたものではないのではないかと思われる。『輿地誌略』反刻之儀再伺（七年十月）　
七月に伊藤甲造から『輿地誌略』の翻刻願が出され、同月に西澤・松木・岩下より見積書も提出させてさせていた
ことは、先に紹介した。ここに紹介する文書によれば、一万部翻刻の伺書を七月に提出、二十二日付で伺済となったようである。この「再伺」 、五千部を「小形」 （原本は大本）に製本したいとの伺書である。 「官省指令」 （
M
7
2A
-2-2 ）所収。
庶（
　
朱
　
書
　
）
第三拾号
　　　　
［印］ （文部省）
　　
輿地誌略反刻之儀再伺
興地誌略ハ小学必用ノ品ニ付、壱万部限リ反刻ノ儀七月廿二日伺済相成候処、右之五千部便宜ノ為メ別稿ノ通リ小形ニ製本致シ度、此段申上候也。　
明治七年十月廿五日
　
長野県参事楢崎寛直［印］ （楢崎寛直）
　　
文部大輔田中不二麿殿
　
附箋は文部省よりの返答で「此書ハ当省第二拾五号布達反刻書目中ニ無之候条返却候事／十月廿七日」とあって、
伺いは却下となる。「地球儀」 ・ 「万国暗射図」翻刻願（ 「御反刻書籍之儀ニ付願」七年十月）　
明治七年十月二十七日、上田町田藤三郎・三村直から長野県宛ての「地球儀」 ・ 「万国暗射図」翻刻願である。 「諸
願伺届」 （
M
72A
-4-2 ）所収。八月十三日付の翻刻伺に対する許可を得て発注したものなのであろう。 「別紙願之通
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）
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御聞届相成可然哉。但シ刻成之品両種相納候ニ付添テ入御覧置候／十月廿八日」という付箋が付けられている。
御翻刻書籍之儀ニ付願」 （表紙）　　　
御反刻書籍之儀ニ付願
一地球儀
　　
文部省定価三円之処引下ケ定価二円五十銭
　
右六百箇売捌元価償却之積リ。跡一箇ニ付、御印税五銭ツヽ上納。
一万国暗射図
　
文部省定価一円八銭三厘三毛之処引下ケ定価九十銭
右六百部売捌元価償却之積リ。跡一部ニ付、御印税二銭ツヽ上納。右ハ御県下学校ノ為メ、御翻刻之儀私共江被
　
仰付候ニ付、前書之通リ之定価ヲ以テ売捌キ、御印税上納候様仕
度、此段奉願候。以上。　　　　　　　　 　　
長野県管下第十一大区六小区
　　　　　　　　　　　　　
小県郡上田原町
　　　
共同舗
明治七年十月廿七日
　　　　　　　
町田藤三郎
　　　
三村直」
長野県参事楢崎寛直殿
　「印税」についての約定が盛り込まれている。それぞれ六百売り捌いて元価償却予定、償却後は、地球儀一個につき五銭、 「万国暗射図」一枚につき二銭を納めるという取り決めである。
『日本地誌畧』翻刻伺（ 「小学用書籍反刻ノ義伺」七年十一月）
一八四
　
明治七年十一月十二日付、長野県より文部省宛の『日本地誌畧』翻刻伺である。 「官省指令」 （
M
72A
-2-2 ）所収。
　　　
小学用書籍反刻ノ義伺
師範学校彫刻一日本地誌畧
　　　　　　
三万部
右県下小学用ノ為メ反刻仕度候。此段相伺申候也。　
明治七年十一月十二日
　
長野県参事楢崎寛直
　
文部大輔田中不二麿殿
　
朱書で「伺之通／但刻成之上三部納本可致候事／明治七年十一月十八日
　［印］ 」と文部省用箋に朱書された文書が
添えられており、翻刻は許可されている。『日本地誌畧』翻刻願（ 「乍恐以書付奉願上候」七年十一月）　
おそらく、前掲伺書によって翻刻を許可されたのを受けて、翻刻事業を 書肆に発注した であろう。これは、
明治七年十一月、岩下伴五郎・松木喜右衛門・西澤喜太郎から長野県に宛てた『日本地誌略』の翻刻願書である。「諸願伺届」 （
M
72A
-4-3 ）所収。
　　　
乍恐以書付奉願上候
今般小学校書目之内日本地誌略壱之巻御刊行相成、反刻御允准可相成哉之趣、奉拝承候。就而者、右御書物、製本精々入念ニ致、可成丈廉価ヲ以テ差上申度候間、御許可被
　
仰付被成下度奉願上候。以上。
　
明治七年十一月
　　　　　　　
岩下伴五郎［印］ 」
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枩木喜右衛門［印］
　　　　　　　　　　　
右願人
　
西澤喜太郎［印］
長野県参事楢崎寛直殿
　
この願書には、巻一とあるが、巻一のみの翻刻のはずはなく、巻二の納本控えが「諸願伺届綴」 （
M
82A
-8-1 ）に
残る。これは「文部省編纂
　［五千部限］／日本地誌畧
　
巻二／明治七年十二月
　
長野県重刻」と印刷された巻二見
返に、庶務課から参事宛の「日本地誌略二ノ巻刻成納本差出候ニ付御一覧候。 」という付箋が添えられている。
おわりに
　
以上が、現在残されている長野県立歴史館所蔵行政文書からたどれる明治七年中までの旧長野県における教科書類
翻刻の経緯である。一連の文書がすべて残っているわけではなく、経緯の不明のところも少なくない。筑摩県と比較すれば、翻刻事業の初動は若干遅 るが、翻刻書・図の点数は旧長野県のほうが多い。また、翻刻事業は明治七年末になっても満尾していない様子もうか える。五月雨式の翻刻伺と発注の様子からは、当初より首尾一貫した見通しを得られないまま教育事業を始めざるをえなかった状況であったことがうかがえる。しかし、 れは旧長野県に限ることでは い。ど 府県 も先行きの見えにくい事業を手探りで始めざるをえなかったわけである。明治六、七年における教育行政、教科書調達に関わる対応は、府県によってかなり差がある。　
善光寺町の三肆だけで県内の需要を覆うことは無理であったが、しかし、彼らを中心とした体制によって こ 時
期、県内で少なからぬ種類の翻刻事業を しえたことは特筆 値しよう。加えて、この旧長野県時代の翻刻教科書は、他府県のものに比べて紙質・彫板・摺刷・仕立とも上出来である。先述したように、前代よりこの地に蓄積さてきた印刷・出版文化の厚みによるものであろう すなわち、善光寺土産 絵図・縁起類の大き 需要、次第に高ま
一八六
っていく需要は、この門前町に彫師・摺師・製本師といった諸職人の充実をもたらした。そして、絵図類の制作・販売から書籍商となっていった業者は、彼らと密接で強い関係を保っていたと思われる。また、盛んになっていく地域の出版事業は良質な料紙の安定的確保にもつながったのであろう。　
以後、就学児童の増加に伴い、教科書の制作・流通はいよいよ盛んになり、また字引等学習参考書類も当地で発行
されていく。この追い風を得て、とくに西澤などますます営業規模を拡大していくのであるが、それとともに 文房具をはじめとする学校用品や教科書類 流通への関与から始めて、書籍全般を扱うようになる商店が、県下のすみずみにまで成立するようになっていくのである。
注
（
1）　
中央大学ＦＬＰジャーナリズムプログラム鈴木ゼミ編「長野県行政文書より旧長野県書籍文化・メディア関連資料（四・
五・六）―旧長野県翻刻教科書関係史料（上・中・下）―」 （ 『書籍文化史』第十三・十四・十五集、二〇一二・一三・一四年一月） 。
（
2）　『長野県教育史
　
第九巻
　
史料編三』に翻刻されている明治六年『上達書案
　
学務』中の文書「派遣教員につき庁内伺い」
に小林常雄以下八名の名が「当県貫属」という肩書きの下、記載されている。
（
3）　『地理初歩』については、明治六年三月版翻刻（①）と明治七年改正版翻刻（②）の二種類がある。①明治六年三月版翻刻については、まず先に紹介した『小学教授書』の一本同様、紺斜刷毛目に白地で「長埜県用書」と摺られた表紙を持つものがある。見返を「文部省編纂／地理初歩
　
全／明治六年三月
　
師範学校彫刻」とし、後表紙見返に「長野県御用版／御書物師
　
長野大門町
　
岩下伴五郎」という刊記を備える（Ａ） 。すべて同版であるが、見返について「師範学校彫刻」の部分に「長野
県反刻」と印刷した紙片を貼付して訂正したものもある（Ｂ） 。また、見返のみ版木を新たにし「 部省編纂／地理初歩
　
全
／明治六年三月
　
長野県反刻」としたものがあり、架蔵の一本しか確認していないが、表紙は黄檗色万字繫艶出で、後表紙に
刊記を備えていない（Ｃ） 。以上三種、いずれも翻刻部数を示していない。さらに、見返を「官許（眉上）／文部省編纂
　
五
千部限 地理初歩
　
全／明治七年
　
長野県反刻」とし、 「定価五銭」という朱印を押捺するものがある。これも架蔵の一本し
か確認していないが、表紙は丁子色無地である（Ｄ） 。以上四種、本文はすべて同版で 第一丁から第五丁の丁表ノドに「再」
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の字を刻する。②明治七年改正版の翻刻については、版の異なる二種類を確認できる。一つは、①のＣと同版の見返を備えるもの、すなわち翻刻部数を「五千部限」とするものである（Ａ） 。いま一つは、これを「五万部限」とするものである（Ｂ） 。両者とも表丁ノド下方に三刻の意と思われる「三」の字を刻する。架蔵するＡの一本は小枡屋すなわち西澤の仕入印が り、後表紙見返に「主
　
酒井荒三郎／明治七年戌十一月」の識語がある。該書は長野書肆西澤喜太郎が扱い、明治七年十一月まで
には発行されていたことが明らかである。またＢの一本には「信州小県郡保野村石井九右エ門」の蔵書印、いま一本には「信州
　
上田柳町
　
綿覚」の蔵書印が、さらにいま一本には「信州小県／保野村／石井九右衛門」という蔵書印が捺されている。
Ａは長野書肆の制作、Ｂは上田書肆の制作なのではなかろうか。
（
4）　『小学読本
　
一』は一種類のみの所蔵で比較の材料を持ち合わせない。黄檗色万字繫艶出模様の表紙で、見返は「文部省編
纂／小学読本
　
巻一／明治六年三月
　
長野県反刻」となっている。翻刻部数の記事はない。
『小学読本
　
二』は大きく三つに大別できる。まず①見返記事の翻刻部数を「五千部限」とするものに二種の版が確認でき
る。一つは、見返眉上に「官許」 文字を据え、 「文部省編纂
　
五千部限／小学読本
　
巻二／明治六年
　
長野県反刻」とある
もの。架蔵の三本、いずれも本文・見返とも同版であるが、黄檗色の表紙に卍繫の艶出模様のあるものと無いもの、見返料紙が黄色のものと本文と同じ素紙であるも がある。一本 見返裏紙に『長野毎週新報』を使用したものがあり、同新聞の発行元である需新社の社主も務める岩下の仕事であると思われる。②いま一本は、見返の「官許」文字を眉上に出さずに、書名の角書にしてあ で、 「文部省編纂
　
五千部限／
官許
小学読本
　
巻二／明治六年
　
長野県反刻」となっている。①とは、本文
とも異版 。③は② 見返によく似ているが、 「文部省編纂
　
五万部限／
官許
小学読本
　
巻二／明治六年
　
長野県反刻」と
翻刻部数を違えるも がある。本文 ①②とも異版で とくに挿絵がまる 異なる。架蔵本には「信州
　
別所／倉澤／湯本」
という蔵書印があり、上田書肆 仕事であ 蓋然性が高いか 思 れる。とすると②も同様かもしれない。『小学読本
　
三』は四種類に大別できる。①は、巻二の①同様、見返眉上に「官許」の文字を据え、 「文部省編纂
　
五千部限／
小学読本
　
巻三／明治六年
　
長野県反刻」とあるものである。柱刻に「師範学校」とあるところが巻二の①とは異なる。②
は、巻二の②同様、 「文部省編纂
　
五千部限／
官許
小学読本
　
巻三／明治六年
　
長野県反刻」となっているものである。もちろ
ん①とは異版である。③は、明治七年改正版 翻刻 二種類確認できた。いずれも丁表のど下方に「再」の文字が刻されている。一本は、見返を「文 省編纂
　
五万部限／
官許
小学読本
　
巻三／明治六年
　
長野県反刻」とするものである。④いま一本
は、見返眉上に「講習所正定」の 字を据え、 「文部省編纂／小学読
　
巻三／明治七年
　
長野県翻刻」とするもので、後表
一八八
紙見返に刊記を備える。すなわち「長野県御用板／正本所
　
松葉軒
　
長野書林
　
西澤喜太郎」 。これには③には無い柱刻記事
「師範学校」がある。　『小学読本
　
四』は、これまで三種類の版を確認できた。①まず第一は、見返に「五千部限」と摺り込んであり、 「長野県反
刻」上にある年紀は「明治六年」とのみある。また、見返題は、 「官許」の二文字を眉上に出さず、書名上部に角書風に配置する。巻二の②と同様である。架蔵本は黄檗色卍繫艶出模様の表紙を備える。②いま一つは、やはり見返に「五千部限」とするが、 「官許」の二文字を眉上に配置するもので、年紀は「明治六年六月」とする。架蔵本は、黒地に網目模様艶出模様の表紙を備え ③もう一つは、翻刻部数を「五万部限」とするが、①と同様に 角書 配置し、年紀を「明治六年」とするので、①と制作者が同じと思われ 。本文は三種類とも別版である。
（
5）　『日本地誌畧
　
一』については二版を確認した。いずれも見返の年紀は「明治七年八月」であるが、 「五万部限」という翻刻
部数の記事が①は朱印 あるが、②は他の記事とともに印刷である。①は 岩下伴五郎が制作したもので、 「長野県御用／御書物師
　
長野大門町
　
岩下伴五郎」という刊記を後表紙見返に備える。しかし、同版のいま一本にはこの刊記が無く、白紙の
後表紙見返に「飯山本町／協和堂」 刷り込んでいる。表紙も異なるので（前者は黄檗色卍繫艶出、後者は、黄檗色卍繫艶出地に「長埜県反刻」の各文字を○に収めたものを配す ） 、摺 で飯山に廻し、製本・流通を地元の協和堂に任せたものかと推測する。なお、これには「協和堂 の仕入印もある。②は西澤喜太郎制作。後表紙見返の刊記に「長野県御用板／製 所
　
長埜書林
　
松葉軒
　
西澤喜太郎」とある。なお、刊記を同様に作る西澤版に、刊記・本文とも版が異なり、木版機械印刷のも
のがある。見返に翻刻部数 も無く これはさらに後の版 あ 思われる。『日本地誌畧
　
二』も巻一と同様である。後表紙見返に刊記を備えるものを見ていないが、 「五万部限」の朱印が見返に捺され
ている 岩下版であろう。これにも、巻一同様、後表紙見返に「飯山本町／協和堂」と ものがある。また、西澤の刊記を備えるものは未見であるが、翻刻部数記事の無い機械印刷 があるので 巻一同様、西澤も制作に携わったものと推測する。
（
6）　『小学算術書
　
一』の所見は、架蔵の版を異にする二種のみ。①黄檗色卍繫艶出模様の表紙に「小学算術書
　
一」という題
簽を備え 見返は「文部省編纂／小学算術書
　
巻一／明治六年三月
　
長野県反刻［印］ 」 。表紙芯紙に「長野毎週新聞」第三
十五号が使われてい ので、同新聞の発行元需新社の社主を務める岩下伴五郎の制作かと思われ ②見返は 文部省編纂
　
五千部限／小学算術書
　
巻一／明治七年
　
長野県反刻」とあり、眉上に「官許」の二字を据える。
旧長野県における教科書・掛図の翻刻（鈴木）

一八九
　『小学算術書
　
二』については、架蔵の二本は同版で、見返は「文部省編纂
　
五千部限／小学算術書
　
巻二／明治七年
　
長
野県反刻」とあり、眉上に「官許」の二字を据える。　『小学算術書
　
三』の架蔵は一本のみで比較 材料がない。見返は「文部省編纂
　
五千部限／小学算術書
　
巻三／明治六年
五月
　
長野県反刻［印］ 」とある。
　『小学算術書
　
四』も、一本のみ所蔵し いる、見返は「文部省編纂／
官許
小学算術書
　
巻四／明治七年
　
長野県反刻［印］ 」 。

